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多文化共生推進プログラム①多文化共生推進プログラム①
愛知県の多文化共生の取組愛知県の多文化共生の取組

令和７年５月１７日（土）午後１時３０分～３時
　　　　　　　　　　　　　　　コミュニティセンター・ホール

　

愛
知
県
県
民
文
化
局
多
文
化
共
生
推
進

室
室
長
の
山
﨑
幸
江
氏
と
同
あ
い
ち
地
域
日

本
語
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
総
括
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
村
田
竜
樹
氏
を
講
師
に
迎
え
、５
月

１７
日
に『
多
文
化
共
生
を
考
え
る
〜
愛
知
県

の
多
文
化
共
生
の
取
組
〜
』と
題
し
た
令
和

7
年
度
多
文
化
共
生
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第

1
回
目
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、『
愛
知
県
の
多
文
化
共
生
社
会

実
現
に
向
け
た
取
組
』に
つ
い
て
、山
﨑
氏
が

説
明
を
し
ま
し
た
。日
本
全
体
で
在
留
外
国

人
は
２
０
２
４
年
１２
月
末
現
在
で
３
７
６
万

８
９
７
７
人
在
住
し
て
お
り
、愛
知
県
は
、全

国
３
位
の
３３
万
１
７
３
３
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
一
時
外

国
人
住
民
数
は
減
少
し
た
も
の
の
、現
在
は

過
去
最
高
の
住
民
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
籍
別
で
は
ベト
ナ
ム
人
が
一
番
多
く
ブ
ラ

ジ
ル
人
、フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
続
き
ま
す
。最
近

で
は
ネ
パ
ー
ル
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ス
リ
ラ
ン
カ
な
ど
も
増
加
率
が
高
く
、多
様

化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

在
留
資
格
別
で
は
、実
は
永
住
者
が
６
割

を
占
め
ま
す
。２
０
１
９
年
に
創
設
さ
れ
た
特

定
技
能
の
人
数
も
増
え
て
い
ま
す
が
、全
体
の

１２
％
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、北
名
古

屋
市
で
見
て
み
る
と
、永
住
者
は
２６
％
で
一
番

多
い
も
の
の
、技
能

実
習
生
は
２１
％
と
愛

知
県
全
体
よ
り
在
留

資
格
者
の
中
で
の
比

率
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。愛
知
県
内
で

外
国
人
住
民
数
が
多

い
の
は
、名
古
屋
市
、

豊
田
市
、豊
橋
市
で
、北

名
古
屋
市
は
２９
位
で
す
。

人
口
に
占
め
る
外
国
人

の
割
合
で
は
、北
名
古
屋

市
は
４１
位
の
２・８
％
で

す
。
　

多
文
化
共
生
と
は
、

国
籍
や
民
族
の
違
い
に

か
か
わ
ら
ず
、す
べ
て
の
県
民
が
互
い
の
文
化

的
背
景
や
考
え
方
な
ど
を
理
解
し
、と
も
に

安
心
し
て
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
の
こ
と
で

す
。愛
知
県
で
は
２
０
２
２
年
１２
月
に
策
定

さ
れ
た『
第
４
次
あ
い
ち
多
文
化
共
生
推
進

プ
ラ
ン
〜
２
０
２
３
〜
２
０
２
７
年
』の
期
間

中
で
す
。や
さ
し
い
日
本
語
を
含
め
た
多
言

語
対
応
の
推
進
な
ど
を
す
す
め
る『
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
』、防
災
や
医
療
な
ど
、生

活
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
体
制
の
整
備
を
含
む

『
生
活
支
援
』、外
国
人
県
民
と
日
本
人
県
民

の
相
互
理
解
に
向
け
た
啓
発
活
動
や
外
国
人

県
民
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
主
体
的
に

参
加
で
き
る
環
境
整
備
な
ど
の『
意
識
啓
発

と
社
会
参
画
支
援
』、『
地
域
活
性
化
の
推
進

や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
』の
４
つ
の
体
系

に
分
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
年
１１
月
を『
あ
い
ち
多
文
化
共
生
月

間
』と
定
め
、県
民
の
皆
様
へ
の
多
文
化
共
生

へ
の
理
解
促
進
に
向
け
て
、重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
一つ
と
し
て
、多
文
化
共

生
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
毎
年
開
催
し
て
お
り
、今

年
は
半
田
市
で
開
催
の
予
定
で
す
。

　

第
二
部
は
村
田
氏
を
講
師
に『
や
さ
し
い

日
本
語
講
座
』の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

村
田
氏
が
参
加
者
に「
み
ん
な
が
や
さ
し

い
日
本
語
を
使
っ
た
ら
、個
人
や
社
会
に
と
っ

て
ど
ん
な
良
い
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
」と
問
い
か
け
る
と
、

「
理
解
し
合
え
る
」「
ミ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
く
な
る
」「
ス

ト
レ
ス
が
な
く
な
る
」な
ど
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。や
さ
し
い
日

本
語
は
１
９
９
５
年
の
阪
神
淡

路
大
震
災
後
、災
害
の
時
に
外

国
人
住
民
に
情
報
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
の

か
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
初
診
の
方
は
、保

険
証
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
」を「
初
め
て
来
た

人
は
、保
険
証
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
」と
や
さ

し
い
日
本
語
に
す
る
練
習
も
し
ま
し
た
。保

険
証
は
見
本
を
用
意
す
る
と
い
い
と
い
う
意

見
も
出
ま
し
た
。

　

や
さ
し
い
日
本

語
は『
は
っ
き
り
言

う
、さ
い
ご
ま
で
言

う
、み
じ
か
く
言

う
』の『
ハ
サ
ミ
』が

ポ
イ
ン
ト
と
話
す
村

田
氏
。

　
ポ
イ
ン
ト
の
説
明

を
受
け
た
後
、参
加

者
は
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、『
派
遣

社
員
』『
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
』『
熱
中
症
』

『
個
人
情
報
』と
い
う
課
題
を
を
渡
さ
れ
、ど

う
や
っ
て
説
明
し
た
ら
わ
か
り
や
す
い
か
を

メ
ン
バ
ー
で
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。日
本

語
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
し
て
い
る

人
も
お
り
、外
国
人
が
苦
手
な
言
葉
を
他
の

人
に
説
明
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、課
題
と
グ
ル
ー
プ
の
意
見
を
発

表
す
る
と
、ど
の
チ
ー
ム
も
思
い
や
り
の
あ
る

や
さ
し
い
日
本
語
に
な
っ
て
お
り
、互
い
に
拍

手
で
讃
え
合
い
ま
し
た
。

「やさしい日本語」のポイント
□伝えたい内容を整理する
□はっきり・さいごまで・みじかく
□相手が理解できる言葉に言い換える
（敬語・二重否定・オノマトペ・難しい語彙など）
□写真・図・実物を活用する
□こども扱いはしない
□相手に合わせて調整し続ける
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今
年
度
の
多
文
化
共
生
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

2
回
目
と
し
て
、６
月
１４
日
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー・ホ
ー
ル
で
辻
本
哲
朗
愛
知
県
県
民

文
化
局
国
際
芸
術
祭
推
進
室
担
当
課
長
を
迎

え
、国
際
芸
術
祭『
あ
い
ち
２
０
２
５
』に
つ
い

て
の
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
国
際
芸
術
祭『
あ
い
ち
２
０
２
５
』は
、９
月

１３
日
か
ら
１１
月
３０
日
ま
で『
灰
と
薔
薇
の
あ
い

ま
に
』を
テ
ー
マ
に
、フ
ー
ル・ア
ル・カ
シ
ミ
さ

ん
が
芸
術
監
督
と
し
て
、愛
知
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
、愛
知
県
陶
磁
美
術
館
、瀬
戸
市
の
ま
ち

な
か
で
開
催
し
て
い
ま
す
。２０
カ
国
を
超
え
る

多
彩
な
現
代
美
術
家
や
舞
台
美
術
家
が
参
加

す
る
芸
術
祭
の
特
徴
や
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
『
灰
と
薔
薇
の
あ
い
ま
に
』は
現
代
ア
ラ
ブ

世
界
を
代
表
す
る
詩
人
・
ア
ド
ニ
ス
の
詩
の
一

節
か
ら
と
っ
た
も
の
で
す
。灰（
終
末
論
）か
薔

薇（
楽
観
論
）か
と
い
う
極
端
な
二
項
対
立
の

議
論
を
中
心
に
据
え
る
こ
と
な
く
、そ
の「
あ

い
ま
い
」に
あ
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
富
ん
だ
思
考

で
世
界
を
解
き
ほ
ぐ
そ
う
と
試
み
る
も
の
で

す
。
　
今
回
の
展
示
で
は
、マ
ン
ガ
も
初
め
て
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。マ
ン
ガ
と
現
代
美
術
を
つ
な

げ
た
い
と
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
見
方
を

考
え
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
美
術
館
１０
階
に
展
示
さ
れ
て
い
る

ム
ル
ヤ
ナ
は
、バ
ン
ド
ン
に
あ
る
工
場
の
余
り

物
の
毛
糸
を
使
用
し
、節
約
と
素
材
に
リ
サ
イ

ク
ル
を
コ
ン
セ
プ
ト
の
核
と
し
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル

を
展
示
。奥
へ
行
く
に
し
た
が
っ
て
色
が
変

わ
っ
て
い
く
作
品
で
す
。

　

同
じ
く
愛
知
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
に
展

示
し
て
あ
る

是
恒
さ
く
ら

（
広
島
出
身
）

は
、人
間
と

く
じ
ら
の
研

究
を
し
て
お

り
、和
歌
山

や
高
知
の
漁

の
仕
方
な
ど

地
域
と
く
じ

ら
の
関
係
の

調
査
を
作
品

に
も
散
り
ば

３
年
に
１
度
の
芸
術
祭
が
開
催
中
で
す
！

　
　
　
多
文
化
共
生
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
②　

　
　
　
　
　
　
　
　
国
際
芸
術
祭
『
あ
い
ち
２
０
２
５
』
に
つ
い
て

ArtSpace&
CafeBarrack

め
た『
鯨
を
解

き
、
鯨
を
編

む
』を
創
作
し

ま
し
た
。

　

清
須
市
出

身
の
太
田
三
郎

は
、戦
争
で
動

物
が
殺
害
さ

れ
た
こ
と
か

ら
、東
山
動
物

園
に
動
物
を

絵
で
見
せ
よ
う

と
、水
谷
清
、

宮
本
三
郎
と
共
に
壁
画
を
創
作
し
ま
し
た
。

１
９
６
９
年
に
他
界
し
て
い
ま
す
が
、太
田
の

作
品
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
瀬
戸
市
で　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
運
営
し
て
い
る
古
畑
大
気
と
近
藤
佳
那
子

は
、芸
術
祭
開
催
期
間
に
は
愛
知
県
陶
磁
美

術
館
で
カ
フ
ェ
を
開
い
て
い
ま
す
。木
の
実
や

植
物
も
取
り
入
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
が

魅
力
で
す
。

　
瀬
戸
の
ま
ち
な
か
で
は
、沖
潤
子
の
布
に
針

目
を
重
ね
た
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。下

絵
を
描
く
こ
と
な
し
に
直
接
布
に
刺
し
て
い

く
独
自
の
文
様
は
、シ
ン
プ
ル
な
技
法
で
あ
り

な
が
ら
観
る
も
の
の
根
源
的
な
感
覚
を
目
覚

め
さ
せ
る
作
品
で
す
。

　

瀬
戸
の
商
店
街
や
文
化
施
設
、廃
校
な
ど

も
使
っ
て
多
く
の
ア
ー
ト
を
身
近
に
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。会
期
は
１１
月
３０
日
ま
で
で
す

の
で
、ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

C　五十嵐大介

◆
現
代
美
術
展
チ
ケ
ッ
ト
情
報

　
フ
リ
ー
パ
ス（
一
般
）　　
　
３
５
０
０
円

　
１
D
A
Y
パ
ス（
一
般
）　　
２
１
０
０
円

2025 多文化共生推進シンポジウム
主催　尾張中央ロータリークラブ・北名古屋市・北名古屋市国際交流協会

多文化共生を考える一日にしましょう

令和７年 11 月 16 日（日）13：00 ～ 15：30
名古屋芸術大学アートスクエア 小ホール（北名古屋市法成寺蔵化 60）

・SDGｓコーナー
すごろくゲームを通して SDGｓを学ぼう
対象 /小・中学生

・協会ボランティアブース
　ワークショップ ( 300 円 )
　チャーム・コラージュカード
　布バッグなどの販売

事前申込・先着順 １０月６日 ( 月 ) から受付開始　
※定員になり次第締め切らせていただきます。

左記二次元コード、または電話・メールでお申込みください。
メールの場合は、
タイトルに『多文化共生シンポジウム』の申込みと明記し、
氏名をご記入ください。

入場無料
シンポジウムのみ事前申込
先着 120 名

第Ⅰ部　基調講演　13：00 ～
　　　　ヴィトル氏の体験紹介（ブラジル）
　　　　中島弘象氏の体験紹介（フィリピン）

第Ⅱ部　トークセッション　14：10 ～
　　　　　～多文化共生について～　　
　　　　　　ヴィトル氏・中島氏・
　　　　　　太田市長
　　　　　　尾張中央ロータリークラブ・今村会長ヴィトル氏　　 中島氏

太田市長　　 今村会長

同時開催（申込不要）
申込み方法（シンポジウムのみ）

展示コーナー



各種　　　　　　　　　　　　　等は下記までお願いします申し込み お問い合わせ

北名古屋市国際交流協会 TEL０５６８（２２）１１１１　　　
〒481- 8531 北名古屋市西之保清水田15番地 北名古屋市役所西庁舎4階

内線
２４００ Ｅメール info@kitanagoya-kiia.jp

ファクトブック https://www.kitanagoya-factbook.jp
フェイスブック https://www.facebook.com/kitanagoyakiiaFAX０５６８（２５）１８００

日本語学習支援ボランティア

北名古屋市コミュニティセンター

毎週金曜日　午後７時15分～8時45分

市内各小中学校

毎週1回

外国籍市民やその子女の基礎的な日本語の学習支援を行っています。
日本語で学習支援していただきます。初めての方、大歓迎です。

を始めま
せんか

場 所
日 時

地域で暮らす外国籍市民の皆さんの文化・習慣・
言語などの違いから抱えている問題を、ともに考え、
問題解決につなぐため、外国人生活相談サービスを
行っています。〈予約制〉

外国人生活情報サービスをご活用ください

場 所
日 時

日 時 月～金曜日　午前9時30分～午後4時30分 北名古屋市国際交流協会事務局場 所

ちい き 　 　 　 く　 　 　 　 　 　が いこくせ きしみ ん 　 　 　 　み な 　 　 　 　 　 　　 ぶ ん か 　 　 　 しゅうか ん 　

げんご 　 　 　 　 　 　 　 ちが　　　　　　 　 かか　　　　　　　　　　　 もんだい　　　　　　　　　　　　かんが　　　　

　 もんだいかいけつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が いこくじんせ い か つ そうだ ん 社会人向け 小中学校児童・生徒向け

がいこくじんせいかつじょうほう
かつよう

おこな　　　　　　　　　　　　　　　　　　よやくせい

文部科学省
令和7年度　地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業を活用しています。
（愛知県　令和7年度 地域日本語教育推進補助金）　

北名古屋市国際交流協会会報北名古屋市国際交流協会会報

国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教
室

　
〜
留
学
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
今
ま
で
と
は
違
っ
た
色
彩
に
〜

　
名
古
屋
芸
術
大
学
西
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
7
月
5
日（
土
）午
前
10

時
か
ら「
国
際
交
流
子
ど
も
芸
術

教
室
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
名
古
屋
芸
術
大
学
に
通
う
留
学

生
や
学
生
と
小
学
生
32
人
が
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
あ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や

風
景
を
一
緒
に
描
き
、交
流
を
楽

し
み
ま
し
た
。今
年
は
、中
国
か
ら

の
留
学
生
が
３
人
来
て
い
ま
し
た
。

　

外
で
の
ス
ケ
ッ
チ
が
終
わ
る
と

教
室
に
戻
り
、い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、絵
の
具
や

ク
レ
パ
ス
、色
鉛
筆
で
色
塗
り
を
し

ま
し
た
。絵
の
具
の
混
ぜ
方
や
塗

り
方
、重
ね
方
に
よ
っ
て
、今
ま
で

と
は
違
っ
た
色
彩
で
絵
を
描
く
こ

と
が
で
き
う
れ
し
そ
う
し
て
い
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
昼
食
後
、A
r
t
& 

D
e
s
i
g
n

C
e
n
t
e
r 

W
e
s
t
で
開
催

さ
れ
て
い
る『
2
0
2
5
年
前
期

交
換
留
学
生
作
品
展
』を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、最
後
の
仕
上
げ
を
し
、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
描
い
た
絵
を
紹

介
し
、作
品
の
展
示
会
を
し
ま
し

た
。

暖
か
い
文
化
を
持
つ
国

　
　
　
　　
『
ガ
ン
ビ
ア
』
っ
て
ど
ん
な
国
？

　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
に
お
い
て
8
月
9
日（
土
）、西
ア

フ
リ
カ
の
ガ
ン
ビ
ア
共
和
国
名
誉

総
領
事
の
ビ
ン
ト
ゥ・
グ
ジ
ャ
ビ
・

ジ
ャ
ロ
ウ
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ

き
、日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い「
ガ
ン
ビ
ア
」の
魅
力
を
伝

え
る
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
ガ
ン
ビ
ア
」は
岐
阜
県
と
ほ
ぼ

同
じ
面
積
に
、名
古
屋
市
と
ほ
ぼ

同
じ
人
口（
2
4
0
万
人
）が
住
む

ア
フ
リ
カ
で
最
も
小
さ
く
東
西
に

細
長
い
国
で
す
。

　
ビ
ン
ト
ゥ
さ
ん
は
、ガ
ン
ビ
ア
で

よ
く
食
べ
ら
れ
て
い
る
カ
レ
ー
に

似
た「
ド
モ
ダ
」や
肉
や
魚
の
炊
き

込
み
の
ご
は
ん「
ベ
ナ
チ
ン
」な
ど

の
料
理
、美
し
い
ビ
ー
チ
や
ク
ロ
コ

ダ
イ
ル
の
ワ
ニ
園
な
ど
を
ス
ク
リ

ー
ン
に
映
し
出
し
て
紹
介
し
、そ
こ

に
暮
ら
す
人
々
は
「
T
h
e 

S
m
i
l
i
n
g 

C
o
a
s
t 

o
f 

W
e
s
t 

A
f
r
i
c
a
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、知
ら
な
い

人
に
も
、笑
顔
で
あ
い
さ
つ
す
る
温

か
い
文
化
を
持
ち
、み
ん
な
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
る
と

紹
介
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、と
て
も
遠
い

国
で
す
が
、太
鼓
の
音
や
ダ
ン
ス
が

生
活
の
中
に
あ
る
魅
力
的
な
国

「
ガ
ン
ビ
ア
」に
、是
非
、行
っ
て
み

た
い
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

多
文
化
共
生
推
進

　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
④

多
文
化
共
生
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
③

多文化共生推進プログラム⑨

参加無料を楽しもう♪
ウォーキングフットボール

場所：健康ドームアリーナ 
定員：30人※先着順
持物：運動できる服装、室内用シューズ、飲み物

申し込み受付 11月 11 日スタート
二次元コード　
または
メール・電話でお申し込みください。
TEL0568-22-1111( 内線 2400)

13：30～15：302025.12.14日

国籍・性別・年齢・障がいの有無は関係なし！ 子供から
お年寄り・障がい者も一緒に楽しめる、注目のサッカー。
「走ってはいけない！」というルールなので、サッカー経
験の有無に関係なく誰でも簡単に参加でき、試合を楽しめ
ます。ケガをしない、させないように思いやりを持って気
軽に国際交流をしましょう

名古屋芸術大学東キャンパス１号館7階702
対象 /小学生　定員 /30人※先着順
持ち物 /水筒

多文化共生推進プログラム⑦

国際交流子ども芸術教室

名古屋芸術大学の留学生、学生のお兄さん・お姉さ
んと一緒に音楽を楽しみましょう！

13：30～15：302025.12.6土

申し込み受付 11月４日スタート
二次元コード
または
メール・電話でお申し込みください。
TEL0568-22-1111( 内線 2400)

写真はイメージです
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「
国
際
交
流
」と「
本
」と
の
関
係
性
は
、と
て
も

深
く
て
魅
力
的
な
も
の
で
す
。言
語
や
文
化
を
超
え

て
人
々
が
心
を
通
わ
せ
る
手
段
と
し
て
、本
は
世
界

の
人
々
に
静
か
に
力
強
く
機
能
し
て
い
ま
す
。

　

翻
訳
に
よ
り
世
界
の
物
語
を
読
む
こ
と
で
、異
文

化
を
深
く
理
解
で
き
る
手
助
け
に
な
り
ま
す
。た
と

え
ば
村
上
春
樹
の
作
品
は
世
界
中
の
読
者
に
日
本

の
感
性
を
届
け
て
い
ま
す
し
、思
想
や
哲
学
の
本
は

時
代
や
地
域
を
超
え
て
多
様
な
考
え
方
が
あ
る
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、歴
史
の
あ
る
図
書
館
や
書
店
は
、旅
人
や

地
元
の
人
が
文
化
を
共
有
す
る
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

言
語
に
頼
ら
な
い
絵
本
や
漫
画
、写
真
集
も
国
境

を
超
え
た
感
性
の
共
有
を
可
能
に
し
、言
葉
を
超
え

る
物
語
と
出
会
う
こ
と
で
世
界
の
人
々
の
こ
こ
ろ
を

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
、今
年
の
５
月
に
旅
し
た
パ
リ
と
ロ
ン
ド
ン

で
の
ブ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
日
本
で
も
出
来
る
ブ
ッ

ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
ご
紹
介
し
ま
す
ね
。

　

ブ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、本
を
テ
ー
マ
に
し
た
観

光
の
こ
と
で
、パ
リ
と
ロ
ン
ド
ン
に
は
、今
年
の
５
月

に
訪
問
し
ま
し
た
。初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
れ
た
の

は
、３１
年
前
で
し
た
。い
ま
で
も
異
文
化
に
触
れ
た

衝
撃
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。も
う一度
行
こ

う
と
思
い
続
け
、実
現
し
ま
し
た
。

　
パ
リ
で
訪
れ
た
本
屋
は　
「
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア・

ア
ン
ド・カ
ン
パ
ニ
ー（

　
　
　
　
　

）」で
パ
リ
5
区
に
あ
り
、ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
大
聖
堂
に
近
く
の
セ
ー
ヌ
川
左
岸
に
あ
る
歴
史

的
な
独
立
書
店
で
、世
界
の
美
し
い
本
屋
２０
選
に
選

ば
れ
て
い
る
書
店
で
す
。

　

創
設
は
、1
9
1
9
年

で
、書
店
は
、カ
フ
ェ
も
併

設
さ
れ
て
お
り
、コ
ー
ヒ

ー
と
ケ
ー
キ
を
い
た
だ

き
、そ
の
後
書
店
内
を
廻

り
ま
し
た
が
、お
客
さ
ん

が
多
く
パ
リ
の
人
達
に
長

年
愛
さ
れ
て
い
る
の
だ
な

と
感
じ
ま
し
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
で
訪
問
し

た
の
は
、「
ハ
ッ
チ
ャ
ー
ズ

（　
　
　
　
　
　

）」と

い
う
書
店
で
、１
７
９
７

私たちの
国際交流

鹿田

浅井 一夫さん

年
創
業
の
ロ
ン
ド
ン
最
古
の
書
店
で
す
。ピ
カ
デ
リ

ー
通
り
に
あ
る
歴
史
的
な
本
屋
で
す
。２
０
０
年
以

上
に
わ
た
り
同
じ
場
所
で
営
業
を
続
け
て
お
り
、現

在
も
そ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
保
っ
て
い
ま
す
。

オ
ス
カ
ー・ワ
イ
ル
ド
や
バ
ー
ジ
ニ
ア・ウ
ル
フ
な
ど
、

文
学
界
の
巨
人
た
ち
に
も
愛
さ
れ
、英
国
王
室
御
用

達
の
書
店
と
し
て
も
知
ら
れ
、チ
ャ
ー
ル
ズ
国
王
、エ

リ
ザ
ベ
ス
女
王
、フ
ィ
リ
ッ
プ
殿
下
か
ら
3
つ
の
ロ
イ

ヤ
ル
ワ
ラ
ン
ト
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。ロ
ン
ド
ン
の

文
化
と
歴
史
を
象
徴
す
る
書
店
で
し
た
。

　

日
本
の
ブ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
お
勧
め
す
る

の
は
、イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
社
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紙
が
、

2
0
1
0
年
に「

　
　
　
　
　
　

」と
題
し
て
、世
界
の
美
し
い
本
屋

を
発
表
し
た
う
ち
日
本
か
ら
も
1
店
舗
選
ば
れ
て

お
り
、そ
の
お
店
が
京
都
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
本
屋
さ
ん
は「
恵
文
社一乗
寺
店
」（
所
在
地

　

京
都
市
左
京
区一乗
寺
払
殿
町
10
）で
す
。

　

京
阪
電
車
で「
祇
園
四
条
駅
」か
ら「
出
町
柳

駅
」へ
。そ
こ
か
ら
叡
山
電
鉄
に
乗
り
換
え「
一
乗
寺

駅
」で
下
車
し
駅
か
ら
徒
歩
約
3
分
で
す
。私
も
訪

問
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、と
て
も
素
敵
な
本
屋

さ
ん
で
し
た
。京
都
へ
観
光
に
お
い
で
の
節
は
訪
問

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　　

近
く
に
あ
る
お
勧
め
の
書
店
２
軒
も
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

岩
倉
市

　
ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ッ
ト
ブ
ッ
ク

　

岐
阜
市

　
「
み
ん
な
の
森
ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
」

⚫
ブ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は

　

ブ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、本
を
テ
ー
マ
に
し
た
観

光
の
こ
と
で
す
。本
屋
や
図
書
館
、文
学
に
ゆ
か
り

の
あ
る
場
所
を
巡
る
こ
と
で
、本
と
人
、人
と
人
と

の
出
会
い
を
生
み
出
す
旅
の
ス
タ
イ
ル
と
さ
れ
て
い

本が繋ぐ
世界とあなた

『ブックツーリズム』
の勧め

Sh
akesp

eare &
 

 C
om
pany

H
atch

ard
s

T
h
e w
o
rld
’s 1
0
 b
est 

bookshops

ハッチャーズ シェークスピア・アンド・カンパニー

ま
す
。　

今
年
の
５
月
に
旅
し
た
パ
リ
と
ロ
ン
ド
ン
で

の
ブ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
日
本
で
も
出
来
る
ブ
ッ
ク

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
ご
紹
介
し
ま
す
。本
を
巡
る
旅
を
し

ま
せ
ん
か
。楽
し
い
で
す
よ
。

　

※
参
考
図
書
＝
世
界
の
美
し
い
本
屋
さ
ん　

（
清
水
玲
奈
著
）

◆
掲
載
し
た
浅
井
さ
ん
の
寄
稿
は
、シ
ョ
ー
ト
バ
ー

ジ
ョ
ン
で
す
。全
文
を
お
読
み
に
な
り
た
い
方
は
、左

側
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、北
名
古
屋
市
国
際
交
流

協
会
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク
に
あ
る
、P
D
F
を
お
読
み
く

だ
さ
い
。

パリ編ロンドン編

みなさまからの寄稿を募
集しています
　国際交流に関する文章をお寄せ
ください。
　文章の長さや写真について、投
稿の方法は、国際交流協会事務局
までお問合せください。

TEL　0568-22-1111
北名古屋市役所内

北名古屋市国際交流協会

北名古屋市国際交流協会では、会員を
募集しています。
北名古屋市の国際化を推進し、多文化
共生社会の実現をめざして私たちと一
緒に活動しませんか。
知り合い・友達もお誘いの上、ぜひご参
加ください。

TEL　0568-22-1111
北名古屋市役所内

北名古屋市国際交流協会

北名古屋市国際交流協会
会員募集
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